
 

 

 

 

 
 
 

                           

校長  鈴木 直道 

  

いつもなら、とっくに夏休みのはずなのですが、今年はまだ登校日が続きます。６月、校舎にやっ

と子どもたちの元気な声が戻り、７、８月は正念場というところですが、課題はまだ山積しています。

その一つが、失われた授業時間確保の問題です。本校では、５月末までの臨時休校により、今年度に

予定していた授業時間が 150 時間ほどマイナスとなってしまいました。５月の学校だよりでもお知

らせしていますが、５年生を例にとると、国が求めている年間の学習標準時数は、1015 時間となっ

ています。本校では、全校参観日の全体懇談でお知らせしたように、示された方針に基づき、教育課

程再編に覚悟を決めて取り組み、流行風邪対応（インフルエンザによる学級閉鎖対応）の時数も含め、

すべての学年で、標準時数を回復できるようにしました。「子どもたちに大きな負担を強いることは

避けたい。子どもたちにとってつまらない学校にはしたくない。」を念頭に置き、何とか工夫して取

り組みましたが、今年度に限っては今回の夏休み短縮に加え、お知らせしたように、いくつかの行事

に関して、大きな変更の了解をお願いせざるを得なかったところです。 

未曽有のコロナ禍は、今も予断を許さない状況です。かけがえのない家族を失ったり、安らかな日

常を失い、苦痛のさなかに身を置く人がたくさんいます。医療に従事されている方々の献身的な奮闘

も続いています。自分たちは大丈夫・・ではなく、この世界の状況を支笏湖の子どもたちも自分事と

して受け止め、このような状況だからこそ、互いに相手を思う心を育むことができるよう、全教職員

で子どもたちを支えていきます。 

 

 

 

 ５０代の我々が幼少の頃は、終戦はまだそこにあった気がします。小学校 3 年生の頃、自分は近所

の若い女性の先生のお宅でピアノを習っていました。ある夏の日、仏壇にある小さな白い包みに目が

留まりました。「先生、あの白い包みはなあに？」何気なく聞いた自分に、先生はいつもの穏やかな

笑顔で話し始めました。「先生のお父さんは、海辺の小さな町で小学校の先生をしていたの。戦争が

もうすぐ終わるっていうある日、突然学校の目の前の海に潜水艦が浮き上がって。お父さんの学校を

砲撃したの。あの白い包みの中には、その時お父 

さん頭の中から出てきた砲弾の破片が入っている 

の。」傍らでは静かに先生の母親が編み物をして 

いました。９歳の私は返す言葉を失いました。 

時は流れ、３０歳を越えた頃、仕事帰りの紀伊 

国屋で偶然見かけた本に、右のような一文を目に 

し、子どもの頃の、あの夏の日の会話をはじかれたように思い出しました。 

 終戦から７５年。自分の父は、中島飛行機製作所で本土初のＢ２９による空襲を受け、東京大空襲 

を逃れ、終戦まで数々の壮絶な光景を目の当たりにしてきました。母をひめゆりの塔に連れて行った 

際、沖縄第一高等女学校の制服を見て、「北と南でこんなに離れていても、女学校の制服は同じ・・。」 

とひめゆり部隊で生き残った方と手を取り合い、涙を流していました。叔父は 18 歳で時を止めたま 

ま、今も沖縄の海の底深く眠っています。８月１５日。終戦の日。父や母が見上げたあの暑い夏の空  

を自分は知りません。日々、時は遠くなります。７５年前、祖父母が経験された話、伝え聞く話等が 

あれば、是非、子どもたちに聞かせてあげて下さい。今の平和が当たり前のものではないことを伝え 

てあげて下さい。 
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「 ど 真 ん 中 に 子 ど も が い る 学 校 」  校訓：あかるく ゆたかに ねづよく 

昭和 20 年 8 月 1 日、鵜苫小学校はアメリカ潜水艦の砲撃を受

け、執務中の桜田章賢校長が即死、他負傷者１名を出す。桜田校

長の写真は歴代校長と共に掲げられているが、職員も子どもたち

も砲撃で犠牲になった事は知らなかった。記録によると、桜田校

長は前年の６月、三石町より転任してきた。奥さんの巴さんも助

教として教鞭をとっていたが、身重であった奥さんは、8 月 1

日で退職となっている。その後、鵜苫を離れたらしい。 

～「語り継ぐ北海道空襲」（北海道新聞社：菊池慶一著）より～ 



 

 

 

日 曜 給食 学 校 行 事 ・ 関 連 行 事 

1 土  週休日 

2 日  週休日 

3 月 × 短縮 4 時間授業(給食なし) 

4 火 × 
 

5 水 × 
 

6 木 × 
 

7 金 × 第一節終了 全校朝会  

8 土  週休日 夏季休業開始(～17 日) 

9 日  週休日 

10 月  山の日 

11 火   

12 水  学校閉庁日 

13 木  学校閉庁日 

14 金  学校閉庁日 

15 土  週休日  

16 日  週休日 

17 月 〇 夏季休業終了 

18 火 〇 
第二節開始 全校朝会 運動会特日開始 

二計測 登校指導① 

19 水 〇 
登校指導② 心臓検診 13：15～13：45  

ＰＴＣＡ全体会③ 

20 木 ◯   

21 金 ○   

22 土  週休日 

23 日  週休日 

24 月 〇   

25 火 〇 校舎外清掃① 

26 水 〇 ALT 

27 木 〇   

28 金 〇   

29 土                                週休日 

30 日  週休日 

31 月 〇   

 

●8 月 7 日（金）；支笏湖少年消防クラブ（佐藤

進会長）主催、支笏湖小ＰＴＣＡの協力で、提灯

行列を行います。１８：００集合、18 時３０分

スタートです。支笏湖地域の青少年健全育成のた

め、毎年のご支援、ご協力に感謝いたします。 

 

運動会の花形、職場対抗リレー
への景品協賛を募集します。協賛
いただける方、企業、団体等の皆
様、景品を 8/31 までに学校にお
持ちください。当日、団体名をご
紹介し、本校ＰＴＣＡより、リレ
ーの成績に合わせて贈呈し、競技
を大いに盛り上げていきたいと思
います。 

新型コロナウィルス対応による休

校分の授業時間を回復するため、今年

度は夏休みが短くなっています。 

●8 月１２～14 日の 3 日間は学

校閉庁日となり、職員は出勤しま

せん。保護者の皆様には、過日「学

校閉庁日のお知らせ」と市教委文

書を配布しておりますので、ご確

認下さい。 

●週休日、祝日、学校閉庁日以外

は通常勤務です。（11 日、17 日） 

※8 月中、体育館トイレの改修工 

事が行われます。 

 

 

 

 

 

愛鳥週間ポスターコンクールにおい

て、全道で 3 人しか入賞しない「金賞」

にアカゲラを描いた 1 年生の佐々木遥希

さんの作品が入賞しました！！素晴らし

いです！！北海道新聞の取材を受け、苫

小牧民報にも掲載されました。他にも、1

年生の久保田蒼介さん、松澤花歩さん、3

年生の関口昊太さんが優秀賞に入賞。大

きな作品展に全校 9 人中、4 人が入賞す

るという快挙でした！ 

例年より短くはなりましたが、１０

日間の長いお休みになります。規則

正しい生活が送れるよう、ご家庭で

のご指導をお願いします。また、観

光シーズンとなり、支笏湖の交通量

が大変多くなります。交通安全につ

いても、今一度、ご家庭からもお声

掛けをお願いします。 

●8 月 17 日（月）：グラウンドの

雑草の繁茂が激しく、運動会に向

け、グレーダーで整地作業を行い

ます。 


